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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、乳幼児期の共感性や道徳性

の発達を、初期の社会的認知能力との関係を

特定しその萌芽から後の高次の共感行動・道

徳性の発達経路を明らかにすることである。

また、脳科学的手法を用い、それらの脳内基

盤をも明らかにする。すなわち、社会能力の

最も重要な要素である、共感性や道徳性の個

体発達的起源を明らかにし、その脳内基盤を

特定することによって、社会に提言できる知

見を得ることにある。 

 本研究が取り組む課題および回答を与え

るべき問いは以下の３点である。 

（１） 乳幼児の共感性・道徳性の発達の萌

芽はどこにあるか？ 

（２） 共感性・道徳性の脳内基盤は何か？ 

（３） 共感性・道徳性の発達に与える環境

要因は何か？ 

道徳観の発達は、古くから、コールバーグの

研究が有名であるが、今や古典といっても過

言ではなく、新しいパラダイムが必須である。

本研究では、先述した 3つの問いに回答を与

えるべく、乳幼児研究の新しいパラダイムと

近年の脳研究の進展とを組み合わせた、神経

倫理学（共感行動や道徳性の脳内基盤を特定

する研究）という新しい領域を創設するとい

う目的も併せ持っている。 

具体的な計画としては、以下の通りである。

１）すでに縦断研究で得られている、発達初

期の社会的認知（顔認知、視線認知、社会的

因果性認知、生物学的動きの認知）と共感行

動・道徳性の発達との因果的関係を明らかに

する。すでに、30 名弱の被験児を対象に、縦

断的研究をおこなっており、実現の可能性は

疑う余地もない。また、２）脳波や光トポグ

ラフィーを用いて、脳内基盤の特定を試みる。

豊橋技術科学大学の北崎充晃准教授（脳波計

測）の協力のもとに行われる。さらに、３）

環境要因の調査として、種々の質問紙を準備

しており、共感性や道徳性の発達に関する対

人環境を含めた環境要因を抽出する。また、

こうした方法を取りつつ、神経倫理学という

新しい研究領域の創出も視野に入れている。 

２．研究の進捗状況 

１）に関して：５ヶ月齢からデータ収集を始
めた３０名弱の縦断研究対象者は、さまざま
な事情により、２０名程度に減少したが、現
在５歳齢になり、心の理論課題尺度 (Theory 
of mind scale: ToM)、および感情理解テス
ト (Test of emotion comprehension: TEC)
を実施している。前者は、様々な場面で、他
者の心的状態を推論する能力であり、他者の
欲求理解、他者の信念の理解、他者の知識状
態の理解、他者の誤信念の理解などが含まれ
る。また、後者には、様々な状況での他者の
感情を理解することが求められる課題が含
まれる。これまでの分析の結果、発達初期の
視線選好と後の他者の欲求理解に相関のあ
ることがわかった。すなわち、自分の方をま
っすぐに見つめる直視顔を選好する乳児は、
他者の欲求理解得点が高かった。また、感情
理解に関しては、発達初期に笑顔を選好する
乳児は、３１ヶ月時点で、表情理解テストの
得点が高いことがわかった。今後も分析を継
続することで、発達初期の社会的認知と後の
社会的認知との関係を明らかにしていく。極
めて貴重な知見が得られると確信している。 
２）に関して：感情理解は、共感行動や道徳
の発達と深い関係にあると考えられる。５ヶ
月児と８ヶ月児を対象に、怒りや喜びといっ
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た感情表出と、それに対応する音声の一致・
不一致刺激を呈示された時の脳波を記録し
た。現在もデータを収集中であり、分析には
今少し時間がかかる予定である。また、１０
ヶ月児を対象に、直接的に向社会行動に関す
る認知課題を実施した。「攻撃する・攻撃さ
れる」関係に見えるアニメーション刺激を呈
示し、リーチングにより、それぞれの物体に
対する選好を調べたところ、乳児は有意に攻
撃される側の物体を選択した。こうした行動
は、同情的行動の萌芽を示す可能性が示唆さ
れた。 
３）に関して：１）で参加している協力者に、
気質に関する質問紙や言語発達に関する質
問紙であるマッカーサー言語発達検査を実
施している。５歳時点でのデータ収集が終了
次第分析する予定である。 
 また、神経倫理学の構築に関しては、同様
の関心を持つ、トロント大学の Kang Lee 教
授と共同で、その意味・意義を討論しており、
今年度中にはその草稿の完成が期待される。 
３．現在までの達成度 

 おおむね順調に進展している。 

（理由）具多的な目標として掲げた３点につ
いて、当初の予定通りおおむね順調に進んで
おり、期待通りの成果を上げている。中でも 

、これまで経験的ベースの証拠なしに多くの
研究者が指摘してきた、初期の社会的シグナ
ルに対する反応のバイアスと、後の「心の理
論」の発達との関係の一端が見えてきたこと
は大きく評価される。社会的認知の連続性や
その領域固有性を示す可能性が示唆された
のである。５ヶ月からスタートしたこの縦断
的研究は、他に例を見ないものであり、大変
貴重なデータとなる。また、極めて困難が伴
うとされる乳児の脳活動の記録が達成でき
たことも大きな成果である。NIRS 計測は、
まだ実現されていないが、脳波の計測はすで
に実施されており、データ数が集まれば着実
な成果となることが予想される。現在も順調
にデータ収集が進んでいる。 

４．今後の研究の推進方策 
これまでと同様、縦断的に心の理論尺度およ
び感情理解テストデータの収集、および質問
紙データの収集を継続する。あとは、データ
分析を遂行するだけであり、目標達成は難し
くない。また、２．２）で実施した、向社会
行動を直接的に検討する認知課題を、脳活動
の計測の遡上に乗せることを試みる。これに
より、本研究の目標の一つである、向社会行
動の神経基盤の特定に迫ることが可能とな
る。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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